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研究成果の概要（和文）：近年，高校生の抑うつの深刻さが問題となっている。特に，定時制高校生の抑うつ
は，全日制高校生よりも高く，対人関係や学校生活に困難を感じて定時制高校あるいは通信制高校を選択してい
る青年も多い。しかしながら，定時制・通信制高校生を対象とした心理的介入については十分検討されていな
い。そこで，本研究では，定時制高校および通信制高校において，学級規模で実施する抑うつ予防プログラムの
開発と効果検討を行った。その結果，本プログラムでは，ソーシャルスキルやネガティブな認知の改善がみら
れ，抑うつについても一定の効果が得られた。また，プログラムの臨床的有用性についても肯定的な結果が得ら
れた。

研究成果の概要（英文）：In recent years, the severity of depression among high school students has 
become a pressing issue. Depression rates are higher among part-time high school students compared 
to full-time students, as many adolescents opt for part-time or correspondence high schools due to 
difficulties in interpersonal relationships and school life. However, there has been insufficient 
research on psychological interventions specifically targeting part-time or correspondence high 
school students. Therefore, this study aimed to develop and examine the effectiveness of a 
depression prevention program implemented on a classroom scale at both part-time and correspondence 
high schools. The results demonstrated that the program improved social skills, mitigated negative 
thought patterns, and had a certain impact on depression. Furthermore, the program received positive
 feedback regarding its clinical usefulness.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，わが国で最初の定時制・通信制高校生を対象として学級規模の抑うつ予防プログラムの効果および臨
床的有用性を検討した研究であり，定時制・通信制高校における有効な心理的支援の方法を具体的に提案できた
といえる。特に，量的な効果検討に加えて，マニュアルやワークシートの開発を行ったことや生徒のプログラム
参加率や主観的評価の検討を用いて介入の質の保証を目指した点で社会的意義は大きい。またウェイティングリ
スト群の設定によって効果を検討することで，学校現場においても比較群を設定して介入効果を検討を行った
点，プログラムの長期的効果の検討を行った点については学術的にも意義があるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年，定時制高校には，勤労青少年のみならず，不登校経験や対人関係の苦手さといった心理
的問題を抱える生徒が多く所属し，心理的支援が重要視されている。高校生の抑うつの問題は深
刻であり，高校生の約 30％が抑うつ症状を有している（山口他，2009）。さらに，全日制高校生
よりも定時制高校生の抑うつは高いことがわかっている（吉良・神原・尾形，2017）。しかし，
定時制高校生の抑うつといった心理適応に関連した実証的な研究はほぼない。高校生の抑うつ
には，ソーシャルスキルが関連することが示されているが（吉良・尾形・上手，2018），これま
で，神原・吉良・尾形（2019）では，定時制高校生は全日制高校生よりもソーシャルスキルが低
いことがわかっている。以上のことから，ソーシャルスキルへの介入を含めた定時制高校生を対
象とした介入プログラムの開発が必要と考えられる。また，通信制高校における心理的支援につ
いても実証的な研究が十分なされていないことから，定時制高校におけるプログラムを参考に
通信制高校生を対象としたプログラムを開発し，効果の検討を行う。 
 
２．研究の目的 
本研究では，定時制・通信制高校と連携し，生徒の抑うつ予防を目的とした学級規模の認知行
動療法的介入プログラムを実施し，その効果を検討する。具体的には，①プログラムの開発と介
入ツールの作成，②プログラムの介入効果および臨床的有用性の検討，③通信制高校におけるプ
ログラムの開発と効果の検討を行う。また，プログラムは及ぼす効果や介入者トレーニングの内
容を検討するために，プログラム実施に伴う教員の変化についても事後的に検討を行うことと
した。 
 
３．研究の方法 
（１）定時制高校生を対象とした抑うつ予防プログラムの効果検討 
  定時制高校生 1173 名を対象とした。そのうち，回答に不備がない，プログラムに参加した
生徒を分析対象とし，分析対象者は，1083 名(平均年齢 15.19±0.82，男性 477 名，不明 218 名）
であった。これらの参加者は 2018～2022 年度において 1年生時に本研究で開発したプログラム
に参加した。プログラムは全 12 回あり，ソーシャルスキルトレーニング，認知再構成法，アン
ガーマネジメント，問題解決スキルトレーニングの 4つの構成要素各 3回から構成される。プロ
グラムの内容は，定時制高校生が経験するであろう対人場面における問題を扱い，ペアワークや
グループワークを多く取り入れた。一方で，ワークが生徒にとって強い心理的負担にならないよ
うに内容や実施方法を工夫した。プログラムの実施は高校の教員と臨床心理学を専門とする大
学院生がティームティーチングというかたちで行い，サポーターの教員や大学院生も入ること
で個別の対応ができるようにした。参加者は，介入前，介入中（6回目終了後），介入後に効果指
標に回答した。効果指標は，抑うつ：The Center for Epidemiology Studies Depression Scale 
（CES-D）の日本語版（島他, 1985; 20 項目 4件法），ソーシャルスキル：ソーシャルスキル自
己評定尺度短縮版（吉良・尾形・上手，2020；20 項目 4件法），ネガティブな認知：高校生用対
人場面における認知のゆがみ尺度（岡安, 2009；16 項目 4件法）であった。また，プログラム
の有用性の検討のため，プログラムの参加率，プログラムへの主観的評価（楽しかった，難しか
ったか，役に立つか，積極的に参加したか，活用したか，また受けたいか）を 4件法で測定した。
さらに，2～4年生時に，抑うつ，ソーシャルスキル，ネガティブな認知，およびプログラムの活
用度の調査を行った。 
  
（２）通信制高校生を対象とした抑うつ予防プログラムの効果検討 
  通信制高校生 675 名を対象とした。これらの参加者は 2018～2022 年度において 1年生時に
本研究で開発したプログラムに参加した。プログラムは全 4回あり，2回ずつ 2日に分けてスク
ーリングで行った。プログラムは，ソーシャルスキルトレーニング，アンガーマネジメントの２
つの構成要素を各 2 回行った。プログラムの実施は高校の教員と臨床心理学を専門とする大学
院生がティームティーチングというかたちで行った。参加者は，介入前，介入後に効果指標に回
答した。効果指標は，抑うつ，ソーシャルスキル，ネガティブな認知，学校適応感，ソーシャル
サポートであった。 
 
 本研究は，全て広島大学人間社会科学研究科の倫理審査委員会の承認を受けて行った。また，
本介入プログラムは学校の授業科目の一部として授業時間に実施した。研究に用いる質問紙調
査の実施においては，生徒に研究についての説明を行い，同意撤回がいつでもできる QR コード
を配布したうえで，同意を得た。 
 
４．研究成果 
（１）定時制高校生を対象とした抑うつ予防プログラムの効果検討 
 抑うつ，ソーシャルスキル，ネガティブな認知を従属変数とし，時期（介入前・介入中・介入



後）を独立変数とした分散分析を実施した。その結果，抑うつは，時期による変化はなかった。 
ソーシャルスキルについては，合計点で介入中に比べて介入後の得点が有意に高かった。下位因
子については，主張性スキルが介入前，介入中と比べて介入後の得点が有意に高く，関係開始ス
キルが介入中と比べて介入後に得点が有意に高くなっていた。以上のことから，ソーシャルスキ
ルにおける介入効果がみられた。ネガティブな認知については，合計点は，介入前に比べて介入
中，介入後で有意に得点が低下していた。下位因子については，自身欠如，他者配慮で有意な時
期の主効果があり，介入によるネガティブな認知の改善がみられた。 
 また，介入前後のソーシャルスキルの変化量を説明変数，介入前後の抑うつの変化量を目的変
数とした回帰分析を行った。その結果，介入後の抑うつに対するソーシャルスキルの変化量の説
明率が有意であり，今回の介入によってソーシャルスキルが向上した生徒は抑うつが低減して
いた。 
 さらに，先にプログラムを実施する群 116 名とウェイティングリスト群 115 名に割り付け，介
入効果の比較を行った。その結果，ソーシャルスキルの有意な向上が見られた。 
次に，介入の有用性を検討するために，参加率を算出したところ，全 12 回に参加した生徒は
15.42％，10 回以上参加した生徒は 42.68％，6 回以上参加した生徒は 73.18%であった。1 回も
参加しない生徒は 6.03％いた。また，生徒による主観的評価については，楽しかった：3.21,難
しかった：2.09，役に立つか：3.28，積極的に参加したか：3.02，活用したか: 2.70，また受け
たいか：3.05 であった。以上のことから，本プログラムは抑うつに関連する要因であるソーシ
ャルスキルやネガティブな認知を変化させることができていたと考えられる。 
プログラムの長期的効果を検討するために，2～4 年生を対象に調査を行ったところ，抑うつ
やソーシャルスキル，ネガティブな認知の維持効果がみられた。また，プログラム実施後にどの
くらいプログラムで学習した内容を活用しているか等のプログラムに対する生徒の評価を調べ
たところ，学んだスキルの活用度は，どの学年も 30％程度の学生が良く活用している一方で，
学年が上がるにつれて「活用していない」という生徒の数は増えていた。 
 以上のことから，本研究で開発したプログラムはソーシャルスキルやネガティブな認知に対
する改善効果があり，また，本プログラムによるソーシャルスキルの向上が抑うつの低下につな
がっていたことから，一定の介入効果を有しているといえる。また，有用性についても，本プロ
グラムは生徒にとって役に立つ内容であり，おおむね肯定的な評価であった。一方で，今後，学
習内容を授業以外の場面で活用できる機会をどのように作っていくかが重要な課題であると考
えられた。今後，さらに詳細な効果検討や縦断的な変化を分析することを予定している。 
 
（２）通信制高校生を対象とした抑うつ予防プログラムの効果検討 
  抑うつ，ソーシャルスキル，ネガティブな認知，学校適応感，ソーシャルサポートを従属変
数とし，時期（介入前・介入後）を独立変数とした分散分析を実施した。その結果，抑うつが介
入前に比べて介入後に有意に低下していた。また，介入前に比べて介入後のソーシャルスキルの
得点が有意に高く，関係開始，解読，主張性，関係維持，記号化といった下位因子においても有
意な増加が見られた。しかし，本プログラムでターゲットとしていた感情統制については有意な
変化が見られなかった。ネガティブな認知は有意に介入前より介入後で低かった。ソーシャルサ
ポートにおいても，友人サポート，教師サポートは介入前後で有意に増加していた。 
 以上のことから，通信制高校生を対象とした本プログラムの効果が示された。4回と少ない回
数ではあるが，通信制高校生においてスクーリングで本プログラムを実施することは，抑うつの
低減，ソーシャルスキルや学校適応感の向上等の効果があり，有効であると考えられる。ただし，
本介入で直接扱った感情統制の得点に有意な変化が見られなかった。本プログラムにおいては，
生徒の負担を考慮して，プログラムの最初にあるアンガーマネジメントの介入は講義形式で行
い，慣れてきた 2日目でペアワークを用いたソーシャルスキルへの介入を行った。スクーリング
という緊張や不安を感じる場面であることやワークの行い方といった授業形式が効果に影響す
る可能性が考えられることから，今後，通信制高校生にあったプログラムの内容や提供方法を検
討する必要がある。 
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